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今日で６月が終わります。令和３年もちょうど半分が終わりということに
なります。本当に早いものです。先日行われた陸上の日本選手権をご覧にな
った方も多いかと思います。多田選手、山県選手がオリンピック男子 100m
の内定となりました。オリンピック標準記録を突破した選手が 5 人、その選
手が 1 位から 3 位内に入れば内定という状況、超ハイレベルの戦いであり、
ワクワクドキドキしました。選手の緊張は想像を超えるものだったと思いま
す。少し前までは、日本人が 10 秒の壁を切れるのかなと思っていました。
しかし、今はそうではありませんね。日本人が堂々と世界と渡り合えるよう
になってきました。多くの選手の皆さんが自己の可能性を信じ、ひたむきに
努力を重ねてきた結果といえると思います。本当にすごいと思います。オリ
ンピックに向けて、様々な種目で続々と参加選手が発表されています。本当
に迫ってきたなあと思います。明日から７月。いよいよオリンピックの月が
やってきました。選手の皆さんの素晴らしい活躍に今からワクワクしていま
す。オリンピックの開催については、様々な考え方があると思います。この
オリンピックが日本の明るい未来を指し示す光となることを願っています。 
さて、ここ何日間は良い天候が続いています。水泳の学習が楽しみな状況

だと思います。今年は新型コロナウイルス感染症対策として更衣室を設置し
ています。校舎１階の展示ホールを男子更衣室にしています。１年生から６
年生までの男子が更衣を行っています。更衣室での約束は、①静かに（話を
しないで）更衣する。②着替えたものは、全てバッグに入れる。③決められ
た場所にきちんとバックを置く。④上靴を椅子または机の下に揃える。です。
自分の着替えたものをきちんとたたみ、バッグにしまえる子がいます。本当
に感心しました。私が見たのは１年生の児童です。きちんと着ていたものを

たたんでいました。本当に立派でした。一人一人の荷物が、決められた場所
（パイプ椅子、または長机の上）に置かれ、バッグが整然と並んでいる。椅
子または机の下に上靴がきちんと置かれている。このようなことを抵抗なく
できる児童は、本当に素晴らしいと思います。子供達の更衣の様子、更衣後
の様子を見るとよく分かります。物を管理する、整理するということは本当
に大切なことだと考えています。この水泳学習をよい機会と捉え、服をたた
む、整理する等、学校でも随時、声をかけていきますが、ご家庭でもご協力
をいただけると大変ありがたいと思います。よろしくお願い申し上げます。
また、今年の水泳学習は、プールでの３密を避けるために、従来の学年層（１
２年、３４年、５６年）による水泳学習は実施しておりません。浅いプール
（１２年用）と深いプール（３～６年用）にひと学年ずつ入るように組み合
わせ、実施しています。それと専科の授業等、時間割との関係もあり、いつ
もよりプールに入る時間数が少なくなっています。子供達には申し訳ないで
すが、プールに入れる機会をできるだけ有効に使い、今年の目標を達成して
欲しいと思います。水泳は季節的な要素がとても強い学習です。そして、子
供達の体にとっても非常に有効な、有意義な学習です。低学年では、臥し浮
き、バタ足、中学年からは、クロール・平泳ぎの泳法を身に付けること、高
学年からは、それらの泳法で長く泳ぐこと等、その学年によって課題は違い
ますが、その学年の課題にしっかりと取り組み、水に親しみ、水の中で自由
に動き回れるそんな力を付けて欲しいと願っています。日本は海洋国家です。
周りは海に囲まれています。ちょっと大きな話でしたね。でも、暑い夏がく
れば、水が大好き、泳ぎたい！と思う子供達であって欲しいと思います。限
られた時間、水となかよしになれることができれば大変嬉しく思っています。 
 新型コロナウイルス感染症については、引き続き、感染症対策に徹底的に
取り組みます。保護者の皆様には、引き続き、感染症対策についてご理解と
ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。中番小学校は、子供達、
保護者の皆様、地域の皆様と共に歩んでいきます。 

暑い夏！水泳学習実施中。水に親しみ、学年の課題を克服!! 

－Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


